
 

 

NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1079 号 2025-4-3 

●親子花見乗船体験 4 月 5 日（土）10:00～14:30  

今年はカヌーと 4人乗りボートで実施 参加は小学生

以上で保護者同伴が必須です。 

ここ数年は 3月下旬には桜の満開になっていました。

入学式の時にはほとんどが見られませんでしたが、今

年は異常に寒い状態が続いたので恒例の親子花見乗船

体験の実施日（5日・土）頃に満開になるのではないでしょうか。素

晴らしい景色の中での取り組みになりそうです。昨年は 10 人乗りの

Eボートを用意出来ず中止となってしまいましたので、今年はカヌー

を主体にしてはとの提案があり実行が決定されました。準備を進める

中で 4人乗りのボート 2隻を里山の会がもら

い受けていることが分かり、これらを使用す

ることになりました。少し規模は小さくなり

ますが楽しい船遊びが実行できそうです。参

加申し込みも届けられていますので賑やかな

花見乗船体験が予想されます。当日の飛び込み参加も受付いたします。

田辺高校の西側北に進んでください。田辺府営団地 16 棟付近です。 

 

●馬坂川河口清掃に 10 人参加 ごみ袋 10 杯分拾い 広大な芦原の草刈り実施 見通しが良くなる 

里山の会は京田辺市を代表する見事な桜並木の馬坂川に水を貯留して川面から桜を眺めようと取

り組みを始めて 15 回目 15 年を向かえました。舟やカヌーを

運行するので川の中に捨てられているゴミを綺麗に片付けて

支障のないようにとごみ拾いを行って来ました。コロナの時

代はやむなく中止いたしましたが、それまでにバイクや自転

車、自動車のタイヤなどが捨てられていましたが、徐々に大

型のゴミや手に負えないものは見られなくなりました。しか

しペットボトルやジュース缶、買い物袋などが

相変わらず目につきます。今年は 3月 30 日の日

曜日の 10 時から 12 時までの約 2時間に 10 人の

皆さんゴミ拾い清掃活動の参加してくださって

45 ㎏用の袋 10 杯分が収集されました。良い天気

だったので助かりました。また川の中に大きな砂州が出来ていて葦がひどく繁茂していたので、

刈り払い機で刈取り、刈草をトラックで里山農園へ運び焼却しました。ご参加下さった皆様大変

ご苦労様でした。この取り組みには京都府土木事務所から、軍手やハサミそして刈取り用のチッ

プなどの提供がありました。 

 

●乗船足場つくりに力を合わす 

綺麗になった馬坂川の堤防に二箇所の乗船用の階段

を組み立て設置しました。4m の単管を主力にして

階段や手すりを取り付けました。しばらくこうした

ものを組み立てることはしなかったので、要領が思



 

 

三年ぶりに見つけたオオムラサキの幼虫 

い出せず苦心苦労が重なり途惑いましたが、少しずつ思い出しながら形を

作り上げることができました。例年通り安全に乗降が可能にできるものを

組立ましたが、この日は足場のベニヤ板の取付けが残ってしまいました。 

 

●カヌーやパドル、ライフジャケットの借りだし準備に奮闘 4 月 2 日(水) 

水曜日の 9:30 から定例の事務局会議が開かれ、続いてこの日は乗降階段の

足場のベニヤ板の取付けを 13:30 から実施して完成させました。そして

15:00 から笠置へカヌーの借りだし運搬を行い、夕方 17:00 には馬坂川の貯留の確認をするなど

準備に大わらわでした。また 4人乗りボートのパドルの予備の借上げ（摂南大学）が作業として

残ってしまいました。社会福祉センターへの保険加入と料金支払いなどの手続きも行いました。

事務局会議にご参加の皆様本当にご苦労様です。イベント要員は最低 20 人は必要です。できれば

40 人のご協力が得られればと協力を多くの人々にお願いしています。ここは自動車の通行がかな

り激しく舟などの乗り降りへの安全確保が第一です。そしてボートやカヌーの操船時の安全確保

が最も注意しなければならないポイントです。ボランティアで少しの時間でも応援協力頂けるお

方がおられましたら、駆け付けていただけると大助かりです。よろしくお願いいたします。 

 

●中学生 2人が里山農園での昆虫観察調査について発表 府営田辺団地の第 3集会所にて 13 時頃から 

乗船イベントと同時に中学生の 2人に昨年から里山農園での昆虫観察

調査についての結果発表をお願いしています。オオムラサキやキチョ

ウ等のチョウチョウについてのお話をまとめて頂いてきました。一度

お聞きください。お話を聞けば生き物についての興味がわいてきます

よ。天気の加減もありますが開始は 13 時ころから始める予定です。 

 

●春の野草を食する会 4 月 12 日(土) 参加者募集 始まる 

今年のツクシは大きく顔を出してくれているのでしょうか。昨年これまで毎年採れていたタラノ

メが採取できませんでした。今年はどうでしょうか。今年の 3月 24

日にヤマトサンショウウオの卵嚢が発見され京都水族館に一対の譲

り渡しが実現しました。そしてオオムラサキの幼虫が 3年ぶりに確

認されたりと、里山農園の豊かさが確認されています。アライグマ

も 3匹捕獲した後、6匹も一度に撮影されるなどの衝撃的な写真も

撮影されました。ここで春の訪れを実感する楽しいイベントにご参

加ください。そしてわずかでも野菜の栽培を手伝ってくださるよう

多くの皆さんのご参加をおまちしています。参加費 1人 400 円（会

員）、非会員 500 円としています。準備の都合もありますので 30 人

で受付を打ち切りとしますのでご注意下さい。 

 

●24 年度第 3回理事会が開かれる 4 月 3 日(木) 

年度内に第 3回の理事会の開催を予定していましたが、諸般の事情で 4月 3日にずれ込んでしま

しました。今回は役員（理事）の任期満了となって立候補や推薦を受け付けてきましたが名乗り

が無く、旧来の理事が定款 16 条 4 項の規定の通り継続することになります。こうした流れの通常

総会となりますのでご了解ください。また年度末に新しく社員に名乗り出ていただいた方があり

ましたのでお知らせしておきます。 

出来上がった階段 


